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結果
  発表

▪
調
査
概
要

【
調
査
期
間
】

　
令
和
２
年
８
月
１
日
～
21
日

【
対
象
】

❖
市
民
…
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為

　
に
抽
出
し
た
18
歳
以
上
２
，０
０
０
人

❖
事
業
所
…
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
従
業

　
員
数
10
人
以
上
の
事
業
所
３
１
３
社 

【
回
答
数
】

❖
市
民
…
７
９
２
件

❖
事
業
所
…
１
１
５
件

【
そ
の
他
】

　
小
数
点
以
下
第
２
位
を
四
捨
五
入
し

て
い
る
た
め
、グ
ラ
フ
の
内
訳
の
合
計
が

１
０
０・０
㌫
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

令
和
3
年
度
に
実
施
す
る「
第
３
次
男

女
共
同
参
画
計
画（
ま
い
プ
ラ
ン
）」の
中

間
見
直
し
の
た
め
の
基
礎
調
査
と
し
て
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同

参
画
に
対
す
る
考
え
や
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。そ
の
結
果
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
詳
し
い
調
査
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す（
左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
な
が
ら
、性

別
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

で
き
、自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）

平等
11.1%

平等
19.8%

男性が
非常に優遇

16.5%
男性が

非常に優遇
15.0%

女性が非常に優遇
2.5%

女性が非常に優遇
0.4%

分からない
11.9%

分からない
10.9%

不明・無回答
1.6%

不明・無回答
1.5%

どちらかといえば
男性が優遇

48.5%

どちらかといえば
男性が優遇

50.8%

どちらかといえば
女性が優遇

7.8%

どちらかといえば
女性が優遇

1.6%

「男は仕事、女は家庭」といった
考え方に抵抗は？１

雇用の機会や働く場で 家事や育児など家庭生活で

パートナーから DV（ドメスティック 
バイオレンス）を受けた経験は？３

ポイント
問１では「男は仕事、女は家庭」と

いう考え方に約半数が「抵抗を感じ
る」と回答。５年前の同調査と比べ
て約10㌽増加しており、性差による
役割分担に対する意識が変わってき
ていると分析します。

一方で、問２については、場面に
関係なく「男性が非常に優遇されて
いる」と感じている人が多いことが
分かりました。

ポイント
DVを「受けたことがない」人が全体の約７割

でしたが、５人に１人がDVを「受けたことがある」
ことがわかりました。

DVを受けた人の被害内容については、男性は
「無視」が最も多く、次いで「収入に対する叱責」
「脅し、怒鳴る」と続き、女性では「脅し、怒鳴る」
が最も多く、次いで「殴る、蹴るなどの身体的暴
力」「交友関係のチェックや制限」という結果で
した。また、DVは本人同士の話し合いで解決で
きるものではないにもかかわらず、解決策として

「本人同士の話し合い」と挙げている市民が多
く、DVについての基本的な知識の普及が課題
であることが明らかになりました。

市
民

市
民

ある
19.3%

ない
69.3%

不明・無回答
11.4%

問

問

問

０ 10 20 30 40 50 60

感じる

感じない

どちらとも
言えない

分からない

不明・無回答

53.8
44.2

17.0
21.9

26.3
30.1

2.0
1.7

0.9
2.1

今回
５年前

現在の男女の平等性について２市民

５年前と比べて女性の雇用状況は？1事
業
所

増えている
13.9%

変わらない
62.6%

減っている
8.7%

不明・無回答
14.8%

女性管理職数

増えている
34.8%

変わらない
54.8%

減っている
8.7%

不明・無回答
1.7%

女性従業員数

問 ポイント
ワーク・ライフ・バランス

向上のための取り組みにつ
いては「どちらかといえば必
要」を合わせた『必要』の割
合が８割以上となりました。

ワーク・ライフ・バランス
向上の取り組みは多様な人
材が働きやすい環境につな
がり、男女共同参画社会の実
現においても重要で、事業者
の関心も高くなっています。

問
（％）

ワーク・ライフ・バランス向上のた
めの取り組みは必要？２事業所問

０ ５ 10 15 20 25 30 35 40 45 50

必　要

どちらかと言えば
必要

あまり
必要ではない

必要ではない

分からない

不明・無回答

39.1
24.8

45.2
41.9

8.7
11.1

1.7
0.9

3.5
12.8

1.7
8.5

今回
５年前

これからも、行政と事業
所がさらに一体となって働
きかけや取り組みを進め
ていきます！

▲男女共同参画係の職員 （％）
9 82021 広報まいづる ４月号


